
シスコの地方自治体向けサーバ

自治体の仮想化 /データ基盤に最適 !
シンプルでセキュアなシスコ サーバ

ネットワーク製品で国内外の市場をリードするシスコには、サーバ製品でも 10 年以上に及ぶ実績と信頼があり、世界中で採用されています。
サーバ製品 Cisco UCS に加えて、ハイパーコンバージド インフラストラクチャ（HCI）製品 Cisco HyperFlex も提供。

パフォーマンスはもちろん、シンプルな導入と運用管理、さらにランサムウェアにも対策できるセキュアなデータ保護ソリューションなど、
これからの地方自治体の仮想化 /データ基盤に求められる要件に、まとめてしっかり対応します。

ブラウザベースのわかりやすい GUI で操作できる管理ツール Cisco Intersight で、各拠点に散らばる複数のサーバを一元管理できます。OS のイ
ンストールやソフトウェアのアップグレード、サポートする他社製ストレージも含めたモニタリング、障害時ログファイルの自動生成とテクニカルサポー
トへの自動転送など、構築から運用、障害対応まで、サーバ管理の作業負荷を劇的に軽減します。

各拠点に散らばる複数のサーバを一元管理可能

従来の仮想化 /データ基盤では、サーバ、ストレージ、これらの機器を接続するネットワーク、仮想サーバを実現するソフトウェア（ハイパーバイザ）
など、それぞれメーカーが異なる複数のハードウェアやソフトウェアが必要で、障害時の問い合わせ窓口の選択や問題の切り分けやが非常に複雑で
した。これらを動作検証済みのパッケージとして提供する Cisco HyperFlex なら、一元化された保守サービスをワンストップで利用可能です。

保守サービスも一元化でワンストップ利用が可能
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何かあったときに
どこに相談したらよいか

判断しづらい
契約管理も面倒

全部まとめて
シスコにおまかせ !

Cisco Intersight

ブラウザベースのわかりやすい GUI

一元管理



バックアップも
やられてしまった !

侵入経路が
わかりません

アプリが動きません
何が起こってる ?

2330-2206-04A-TO

シスコの仮想化 /データ基盤なら、被害が急増しているランサムウェアにもしっかり対策できる、セキュアなデータ保護ソリューションを簡単に導入で
きます。業界をリードする Cohesity のデータ保護ソリューションを、Cisco UCS での動作が検証された構成で、安心かつ迅速に導入可能。シス
コならではのメリットとして、シスコのセキュリティプラットフォーム Cisco SecureX に Cohesity を統合して利用することができます。

ランサムウェア対応データ保護ソリューションを簡単に導入可能

デジタルサービス担当

ネットワーク担当

デジタルデータ担当 セキュリティ担当

Cohesity + Cisco SecureX データ保護ソリューションのしくみ

Cohesity ソフトウェアをインストールした Cisco UCS がバックアップサーバとして機能、Cohesity の管理ツール Helios でモニタリングします。Cohesity 

Helios は AI（機械学習）を使用してバックアップデータをモニタリングするため、たとえばランサムウェアの侵入など、異常の早期検知が可能です。異常を検知

すると、Cisco SecureX にアラートを送信します。Cisco SecureX では、シスコや他社のセキュリティ製品から得られた情報を連携させて、異常の原因や、異

常が脅威として特定された場合の影響範囲を調査できるだけでなく、脅威の封じ込めやデータの復旧など、対応作業を自動化することもできます。

バックアップサーバ
Cohesity on Cisco UCS

（Cisco Intersight から簡単導入可能）

Cohesity
Helios

AI で異常検知
アラート送信

ランサムウェアに感染
データを人質に

「身代金」を請求される

Cohesity と
Cisco SecureX で対策

Cisco SecureX で異常の原因や
異常が脅威として特定された場合の影響範囲を調査可能
（シスコや他社のセキュリティ製品と連携可能）

Cisco SecureX オーケストレーションで
脅威の封じ込めやデータのレストアなど

対応作業を自動化可能

バックアップを保護
AI で異常を自動検知

バックアップから
自動復旧

原因や影響範囲を調査
各担当者と自動シェア

シスコ コンタクトセンター

自社導入をご検討されているお客様へのお問い合わせ窓口です。
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お問い合わせ先
お問い合わせウェブフォーム
cisco.com/jp/go/vdc_callback

お電話での問い合わせ
平日 10:00 - 17:00
0120-092-255

シスコシステムズ合同会社
〒 107-6227 東京都港区赤坂 9-7-1 ミッドタウン・タワー
cisco.com/jp
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